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様式第 2号（第 5条関係）別紙 

提出されたご意見とそれに対する本市の考え方 

 

№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

1 

素 案全 体に 

関 する こと 

 「RESTARTER リスタータ

ー」「新生活を望む人（新活者）」

のような、固有名詞が必要では

ないか？  

 イメージアップにも、名称は

必要である。 

 対象者について、現時点では

独自の固有名詞は考えておりま

せんが、今後の参考とさせてい

ただきます。 

対応４ 

(事業参考) 

2 

 保護司やいのちの電話の相談

員が、研修付きなのに無報酬と

いうことも含めて、拘束時間に

対して適正報酬を最低賃金から

考えても、金銭は必要です。防波

堤の人たちが心意気で応じてく

れているのに好意に甘え、負担

を強いて、再犯を防ごうという

のは、行政の怠慢で都合が良す

ぎるのではないか？ 

市と各関係機関・団体等が、役割

分担しつつ、連携を図ることで、

対象者の実情に応じた適切な支

援を行ってまいります。 

引き続き、支援者の皆様のご

協力をお願いいたします。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

3 

 保護観察終了者全員とはいか

ないが何割かの対象者でもよい

ので、精神的なつながりを持つ

事が大切で、保護観察終了後も

良い関係を長く続かせる関係が

出来ればと思う。 

 更生保護団体等の皆様の活動

を支援することで、円滑な社会

復帰を進め、もって、保護観察対

象者と支援者の良好な関係構築

を図ってまいります。 

対応２ 

(既記載) 

4 

 社会情勢を考えると、このコ

ロナ禍の中での計画推進につい

て、言及したほうがよいのでは

ないかと考える。 

 新型コロナウイルス感染防止

に努めることは、計画を推進す

るうえで不可避と認識してお

り、各施策を実施する中で適切

に対応してまいります。 

対応４ 

(事業参考) 

５ 

 再犯防止に対しては住居、

就労そして社会の暖かい心、

理解にあると思います。対象

者のほとんどが幼い頃から親

又はそれ以外からも愛情を受

けていない人ばかりです。私

達がそれをみせる事で彼等に

希望を持たせられたら、生き

 保護司の皆様をはじめ、関

連機関・団体等と情報を共有

しながら、連携・協力し、住

居・就労の確保等、対象者に

必要な支援に取り組み、再犯

防止を推進してまいります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

る希望、そして再犯防止につ

ながるのではと思います。 

６ 

第１章１ 

計画の目的に

ついて 

 社会復帰を果たすことで再犯

を防止し、市民が犯罪被害を受

けることがないよう円滑な社会

復帰を支援することで再犯を防

止しだれもが安心して暮らせる

社会の実現に向けて取り組みた

い。（２件） 

 本市といたしましても、計画

の目的を実現するために、関係

機関・団体等と連携・協議し、本

計画を推進してまいります。 
対応２ 

(既記載) 

７ 

 計画の目的、「過去に犯罪をし

た人」の部分。「過去に」は不要

と考える。 

 ご意見を踏まえ、「過去に」の

文言は削除いたします。 
対応１ 

(補足修正) 

８ 

 計画の目的に再犯の防止等

（少年の非行防止等を含む。）と

あるが、少年の一般的な非行防

止対策と、計画の対象者にある

ような 犯罪をした人（起訴猶

予者、執行猶予者、罰金・科料を

受けた人、矯正施設出所者、非行

少年若しくは非行少年であった

人等）の少年非行対策は、大きな

違いがあるだろう。その辺の区

別・違い、対策等協議してあるの

だろうか。 

 非行の未然防止の対応と少年

の再犯防止の対応には、異なる

ところもありますので、「少年非

行・被害の未然防止への支援」と

「犯罪をした人等の特性に応じ

た指導・支援」のそれぞれについ

て、関連機関・団体等と連携し、

取り組んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

９ 

第１章２ 

計 画の 位置 

づけについて 

 「庁内関連計画」中、3 行目

と最下段の「第 2次熊本市消費

者行政推進計画」がダブってい

る。 

 ご指摘を踏まえ、最下段の「第

２次熊本市消費者行政推進計

画」は削除いたします。 
対応１ 

(補足修正) 

１０ 

 

 

 

第１章３ 

計画の対象者

について 

 

 

 

 対象者を、「元 犯罪者」と、呼

ぶのか？ 

 どの方たちを想定しているの

か、 具体的な記載が必要であ

る。 

 計画の中では、「元犯罪者」の

表記はございませんが、対象者

は「犯罪をした人（起訴猶予者、

執行猶予者、罰金・科料を受けた

人、矯正施設出所者、非行少年若

しくは非行少年であった人等）

で、更生の思いがあり、住居・就

労の確保や保健医療・福祉サー

ビス、修学等の支援が必要な人」

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

計画の対象者

について 

としております。 

11 

 本計画の対象者は「・・・必要

に応じて・・・犯罪被害に遭われ

た人も対象とします。」とある

が、推進施策の中で、犯罪被害者

に関するものとして具体的に例

示されているのは住居の確保に

関する入居の優遇措置のみとな

っている。 

 「必要に応じて」の意味は、こ

の部分を指すのか、他の支援に

ついても幅広く運用しようとす

るのかわかりにくい。 

 犯罪被害者に対する支援とし

ては、住居の確保に関する支援

のほか、実情に応じた相談や適

切な機関等へのつなぎなど、

様々な課題に対し必要な支援を

行ってまいります。 
対応３ 

(説明・ 

理解) 

12 

 文言の加筆：本市において、住

居・就労の確保や精神医療・保健

医療・障害に応じた福祉サービ

ス、修学・就労に向けた技術取得

等の支援が必要な人を対象とし

ます。 

 「精神医療」は、「保健医療の

支援が必要な人」に、「障がいに

応じた福祉サービス」は、「福祉

サービスの支援が必要な人」に、

「就労に向けた技術取得等」は、

「就労の確保の支援が必要な

人」に含まれており、各施策で対

応してまいります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

13 

 犯罪をした人が更生の思いが

有って、地域社会の理解を得な

がら地域社会にとけ込み暮らし

て行ける事が一番大事だと考え

る。 

 対象者が社会復帰を目指すう

えで、更生の思いは欠かせない

ものであり、そのことが地域社

会の理解にもつながるものと考

えます。 

対応２ 

(既記載) 

14 

 対象者は刑の執行猶予や保護

観察者の言渡日、あるいは仮釈

放となった者への支援期間は、

当日から3年又は5年以内と規

制するか、明確にすること。 

 本計画では、関係機関・団体等

と連携の下で、犯罪をした人等

が、社会で孤立することなく、再

び地域社会を構築する一員とな

るよう、継続して支援を行って

まいります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

15 

 

第２章１ 

犯罪・非行の

現状と課題

について 

 

 熊本独自、独特の状況・様

子や観点は？ 

 熊本の独自性を知りたいと

思います。そこから、対策の

重点がうまれるのではないの

でしょうか。 

 本市の犯罪情勢は概ね全国

と同様の傾向にありますが、

更生保護関係団体が活発に活

動されている本市の現状を踏

まえ、関係機関・団体との連

携強化と社会復帰の基盤とな

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

（続き） 

犯罪・非行の

現状と課題

について 

る住居・就労の確保にも重点

的に取り組んでまいります。 

16 

 薬物の犯罪率が高いように

感じていたが、データはない

のか。 

 第２章再犯防止を取り巻く

現状と課題、県内の特別法犯

全体の検挙数、主な薬物犯検

挙件数の推移に掲載していま

す。 

対応２ 

(既記載) 

17 

 薬物は特別法犯なのか、分

ける意図がはっきりしない、

できるだけシンプルにわかり

やすく。 

 薬物事犯は、麻薬等取締法、

大麻取締法、覚せい剤取締法

に基づく犯罪（特別法犯）と

なります。ご指摘を踏まえ、

「薬物犯罪 （特別法犯）」に

ついて注釈を加えます。 

対応１ 

(補足修正) 

18 

第２章２ 

矯正施設・

更生保護の

現状と課題

について 

 「平成 30 年の再入者のう

ち、72.1％が無職者でした。」

ということだが、なぜ無職な

のかの考察はないのか？ 

 国の再犯防止推進計画が掲

げる就労に関する課題（前科

等があること、求職活動を行

う上で必要な知識・資格等を

有していないなどのために求

職活動が円滑に進まない場合

があること、社会人としての

マナーや対人関係の形成や維

持のために必要な能力を身に

付けていないなどのために職

場での人間関係を十分に構築

できない、など）と同様の課

題があると考えます。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

19 

 保護司の定員不足に対する

方策 

 保護司の人材確保にあたっ

ては、ホームページ等での保

護司活動の紹介や市退職予定

者に対する紹介パンフレット

配布等の情報提供を行うな

ど、保護司確保に向けた取り

組みを行ってまいります。 

対応２ 

(既記載) 

20 

第３章１ 

基本理念に

ついて 

 「犯罪をした人等の人権を

尊重し、～」とあるが、被害

者の気持ちを配慮すると、あ

えて、ここで犯罪をした人達

の人権の尊重について記載す

 本計画では、犯罪をした人

等が、社会で孤立することな

く、再び地域社会を構築する

一員となるよう各推進施策に

取り組み、支援に際しては、

対応３ 

(説明・ 

理解) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

る必要があるのか疑問であ

る。削除して欲しい。 

犯罪被害に遭われた人の心情

等に最大限配慮し、再犯防止

に取り組むこととしておりま

す。 

21 

第３章３ 

成果指標に

ついて 

 成果目標としてきちんと

「450人以下」という数値目

標を設置してあるのは大変良

いが、更に、未成年と成人に

分けて設定の必要がないかも

検討すべき。 

 未成年の再犯者数は、極め

て少数であることから目標値

としては設定しておりません

が、非行少年の対策は、将来

の犯罪件数に影響を及ぼすこ

とから、教育機関等と連携し

取り組んでまいります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

22 

 「再犯者数を 450人以下」

を「再犯者率を〇％以下」と

すべきではないでしょうか。

検挙者数が毎年変動する中

で、目標再犯者数を固定する

のは実状にそぐわないように

思います。 

 再犯者率は、刑法犯検挙件

数の増減に影響を受けること

から、本計画では、一人でも

多くの再犯者を減らすことが

重要との考え方のもと、再犯

者数の減少を目標値に設定し

ております。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

23 

 

 

 

 

 

第４章 

第１節 

国・県・関係

団 体 と の 

連携強化と

広報・啓発の

推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 再犯防止啓発月間の 7 月

に、熊本市の市政運営に沿っ

た独自色を発揮した「（例、再

犯防止シンポジューム）等の

大会の実施を提案する。 

 ご意見は、“社会を明るくす

る運動”等を展開する中で参

考といたします。 対応４ 

(事業参考) 

24 

 社会を明るくする運動は全

国展開で、奥深い意義を感じ

ます。しかし、何か、大きな

マンネリ化を感じます。社明

運動も日常的活動の充実を考

えなければならない。 

 “社会を明るくする運動”

に対する市民の関心と理解を

得ることが重要と考えますこ

とから、今後、関連機関・団

体等と連携・協議しながら、

日常的な広報・啓発の強化を

図るとともに、より充実した

運動となるように取り組んで

まいります。 

対応４ 

(事業参考) 

25 

 行き届いた、素晴らしい素

案だと思いました。「社会を明

るくする運動」を幅広く知っ

てもらい、理解を深めてもら

う事が大事であり、ぜひ、こ

の運動が、連携と、まとまり

 ご意見を踏まえ、法務省・

関連機関・団体等とさらに連

携し、各施策に取り組んでま

いります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

国・県・関係

団 体 と の 

連携強化と

広報・啓発の

推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で大きな輪になる事を願って

います。 

26 

 協力団体等 多くの支援団

体がありますが、更生保護に

関わっている看板を掲げてい

るが、名前だけの開催となっ

ているのでは。 

 各団体がそれぞれの分野で

更生保護に協力しておられる

と認識しております。引き続

き支援団体の活動を支援して

まいります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

27 

社会を明るくする運動につ

いては、保護司となり、その

中に入ると、大切な取り組み

であると理解ができるのです

が、一般的にはわかりにくい

のかもしれないというのが率

直な感想です。みんなの手で

（罪を犯した人も含めて）明

るい社会をつくっていこうと

いう気持ちを育てていきたい

ものです。 

 本計画では、“社会を明るく

する運動”を施策の筆頭に掲

げ、犯罪や非行の防止や、更

生保護に対する市民の関心と

理解を得られるように、広報・

啓発の強化と充実を図ってま

いります。 

  

対応２ 

(既記載) 

28 

 保護司として犯罪予防等に

関わっている中で、一人でも

多くの校区、住民の関心が再

犯防止に向いていくと良いと

思う。保護司としての現状：

（コロナ禍の中で対象者と向

き合うのは大変だが、電話対

応ではなかなか相手の気持ち

が分かりづらい為、なるだけ

対面で面接しているが、いろ

いろと不安がある現状であ

る。） 

 更生保護に対する市民の理

解を深めるため、“社会を明る

くする運動”等の広報啓発を

さらに推進してまいります。 

対応２ 

(既記載) 

29 

保護司活動は保護観察中の

者と自宅又は対象者宅で面

談・面接を実施する。 

市が管理する公民館等の部

屋や市営住宅の利用を、保護

司からの予約制により活用さ

せていただける方策がとれな

いか。 

 ご意見を踏まえ、庁内関係

部署と情報を共有し、面談場

所の確保等について、保護司

会等とも協議しながら、活動

の支援と対策に取り組んでま

いります。 

対応４ 

(事業参考) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

30 

 

 

 

 

（続き） 

国・県・関係

団 体 と の 

連携強化と

広報・啓発の

推進につい

て 

 市の担当者と保護司会との

研修会などの意見交換会が開

催されれば、行政と民間が一

体になっての活動になるので

はないか。 

 保護司会と市の担当者との

意見交換会等については、今

後も継続して開催してまいり

ます。 

対応２ 

(既記載) 

31 

 漫画雑誌で保護司を主役に

した作品が連載中である。心

理描写も巧みで、読み易く見

易いので、学校の図書館に置

いて欲しい。 

 この作者・原作者を呼んで

トークディスカッションする

と関心のない方にも裾野を広

げる意味で良いと思う。 

 ご意見は、関連機関・団体

等と情報を共有し、今後の参

考といたします。 

対応５ 

(その他) 

32 

 犯罪被害者支援センターが

あるが、再犯を本気で無くし

たいなら、各警察署内に再犯

防止支援センターというのも

必要ではないか？ 

 実際に逮捕した警察官が導

くと、逮捕という行為の重み

も増すのではないか。 

 ご意見は、関連機関・団体

等と情報を共有し、今後の参

考といたします。 

対応５ 

(その他) 

33 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

第２節 

住居の確保

に関する支

援について 

 

 

 

 

 住居の確保にあたっては、

努めて親、親族等の支援が受

けやすい体制を考慮していた

だきたい。 

 特に若年者の場合は孤立し

やすいので配慮が必要。 

 住居の確保にあたっては、

支援者等への情報提供を強化

することとしておりますが、

ご意見は今後の参考といたし

ます。 

対応４ 

(事業参考) 

34 

 住まいの確保には、市営団

地、県営団地のあっせん 

 住居の確保は再犯防止にお

いて重要な課題であることか

ら、対象者等が安定した生活

ができるよう関係機関・団体

等と連携して入居支援を行っ

てまいります。 

対応２ 

(既記載) 

35 

 刑務所出所者は、住居の確

保が難しく（保証人確保でき

ない等の理由、所持金不足）

そのため生活保護の受給を受

けられず再犯に至る者が多い

ので、入居支援は有効と考え

る。 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

住居の確保

に関する支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （1）民間住宅への入居支

援、又は（2）公営住宅の入居

支援については、地方自治体

の担当者と保護観察所の主任

官との連絡を密に行い、担当

保護司を指導願いたい。また、

4（1）（2）についても上記同

様 

 住居の確保は、再犯防止に

おいて重要な課題であること

から、対象者等が安定した生

活ができるよう、関係機関・

団体等と連携して入居支援を

行ってまいります。 

対応 2 

(既記載) 

37 

 公営住宅の入居支援につい

て③は定期募集の優遇措置が

犯罪の被害に遭われた人につ

いてのみになっているが、現

状からして情報としては更生

保護施設や自立準備ホームに

も提供して自立を促す施策が

必要ではないかと思う。 

 ご指摘のとおり、関係機関・

団体等との連携を行う中で、

更生保護施設や自立準備ホー

ムにも情報提供を行ってまい

ります。 

対応２ 

(既記載) 

38 

 「民間住宅への入居支援」

と「公営住宅への入居支援」

の順番が逆ではないかと考え

る。公営住宅でカバーできな

い部分を民間に依頼すべきで

は、目配りのためにも公営住

宅施策を優先すべきと考え

る。 

 住宅の確保に向けた支援に

あたっては、多数の物件を有

する民間住宅について、住宅

セーフティネット制度の拡充

を進めるとともに、公営住宅

における入居しやすい環境の

整備を図ることで、対象者の

事情に応じた入居支援を行っ

てまいります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

39 

 住居になると保証人の問題

があるため公営住宅などへ入

居できるような仕組みを作っ

てほしい。 

対応２ 

(既記載) 

40 

 登録住宅制度は大変良いと

考えるが、実際どれくらい登

録され、利用率があるのか、

又希望者数も漠然としてい

る。 

 世話をする団体等から住居

の確保に苦労する話を聞くの

でしっかり進めて欲しい。 

 令和 3 年 2 月２４日時点

では、521棟、3,612戸（部

屋）の登録があり、入居率は

93.2％です。（※入居率算定

に係る入居者には、住宅確保

要配慮以外の方も含まれま

す。） 

 住宅の確保にあたっては、

本計画のとおり熊本市居住支

援協議会や更生保護施設と連

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

（続き） 

住居の確保

に関する支

援について 

携して支援してまいります。 

41 

 「公営住宅への入居支援」

中の「また、犯罪の被害に遭

われた人については～」につ

いて、犯罪をした人達に対す

る住居の確保の支援施策の中

に、犯罪被害者への支援策が

並べて掲げられていることに

非常に違和感を覚えます。こ

の2行については削除して欲

しい。 

 本計画に掲げる各施策に関

しては「計画の対象者」に記

載しているとおり、犯罪被害

に遭われた方も支援対象とし

ております。 

市営住宅の優遇措置につい

ては、特記事項として記載し

ております。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

42 

 矯正施設の再入者率を下げ

る為には住居と働く場の確保

が重要です。再犯をさせない

為には、具体的な実行性ある

取り組みがされなければなら

ない。 

 本計画においても住居及び

就労の確保は重点項目に掲げ

取り組むこととしており、ご

意見は各施策を推進する上で

の参考としてまいります。 

対応４ 

(事業参考) 

43 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

第３節 

就労の確保

に関する支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 再犯が防げないのは、就労

につけない為ではないかと思

う。働きたい意欲はあっても

働く場所が見つからず、又、

罪を犯すことのくり返しかと

思う。就労先の協力体制を幅

広く持つ事は難しい事だが、

就労して働く事の生きがいを

与えてあげたい。 

 関係機関・団体等と連携し、

就労の支援を行うとともに、

求人情報誌による情報提供や

就職説明会の開催、協力雇用

主の拡充等、就労に向けた環

境の充実を図ってまいりま

す。 

対応２ 

(既記載) 

44 

 就労の確保については、保

護観察所を介して、保護司と

の連携で自立支援を行っては

どうか。対象者と保護司を交

えた説明会を開催し、市から

就労機会の斡旋や技能養成の

情報提供を行い、保護司は情

報を基に就業に結びつけるこ

ととなれば、一層効果的な活

動が期待できるように思え

る。就労後は収入、支出の状

況についても双方で情報を共

 就労に関する情報について

は、熊本保護観察所と連携し、

ホームページなどを利用し

て、適宜、保護司の皆様へ情

報提供を行ってまいります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

就労の確保

に関する支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有し、生活保護の判断資料と

しても活用できないか。 

45 

 更生しようとする人等に対

し、就労に向けた相談・支援

等の充実、そしてそのための

協力雇用主制度の理解を促進

するための広報啓発が重要。

（４件） 

 熊本保護観察所と連携して

就労に向けた相談支援及び協

力雇用主制度の周知を行って

まいります。 

対応２ 

(既記載) 

46 

保護司対象者（受刑者）の

服役中はそれぞれの業務を行

いながら毎日を過ごしている

が、刑が終了した後の仕事と

の連携がとれておらず、もっ

たいないと考える。 

 刑務作業の経験が生かせる

ような多様な就労環境の構築

を目指して、協力雇用主の拡

充に向けた各種取り組みを行

ってまいります。 

対応２ 

(既記載) 

47 

 保護司対象者（受刑者）が

服役後、仕事を探す際に、前

科を隠して就職したとして

も、いつ発覚して解雇される

か怯えながら就業している。

協力雇用主だけでなく、それ

以外の企業にも協力を依頼す

るシステム等を作る必要があ

ると考える。 

 社会全体における支援や見

守りが必要ですので、”社会を

明るくする運動“等を通じ、

更なる啓発に努めるととも

に、経済団体にもご協力いた

だきながら計画を推進してま

いります。 

対応２ 

(既記載） 

48 

 自立支援には、安定した収

入の確保が必要。その為には、

技能取得のあっせん(若年層）

中心とした、高等技術専門学

校やポリテクセンターを紹介

して資格取得後の仕事場の提

供等関係団体との広報活動及

び情報提供などの息の長い支

援が必要だと思う。 

 関係機関・団体との連携を

図りながら、求人情報の提供、

就職説明会の実施、資格取得

支援等の取り組みを行ってま

いります。 

対応２ 

(既記載) 

49 

 犯罪をした人が更生するに

は、まず、就労できること、

定職に就いて、安定した収入

がある生活を送ることが第一

と思う。（２件） 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

就労の確保

に関する支

援について 

 熊本市が「再犯防止推進事

業等」の一環として発行の求

人誌の「チェンジ」を九州各

県の刑務所で受刑者の就労等

にかかわる「分類担当課(係）」

へ就労支援指導の資料として

配布すれば熊本市へ帰住する

受刑者の社会復帰の第1歩に

資すると思料します。 

 求人情報誌「Change」は、

関連機関・団体等の他、県外

を含め、出所後に熊本への帰

住希望者が入所している矯正

施設にも送付いたします。 
対応２ 

(既記載) 

51 

 刑務所入所中の者に対する

支援、相談等の充実に取り組

んで下さい。コレワーク九州

の活用が効果的と思われま

す。 

 就労支援を実施するうえ

で、コレワーク九州との関わ

りが重要であることから、今

後も連携しながら各施策に取

り組んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

52 

 雇用の促進については、再

犯防止との直接の関連がわか

りにくい内容が並記されてい

るように思います。再犯防止

への寄与度を考慮した重みづ

けを行った方が実効性が高い

のではないかと思いました。 

 取組内容には、犯罪をした

人等に対する施策のほか、市

民生活に支援を必要とする人

への施策や犯罪・非行を防止

する取組などの一般施策も含

めて記載しています。 

 なお、再犯防止への寄与度

を考慮した重みづけについて

は、今後の参考といたします。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

53 

 更生保護活動の中に「農福

連携」と言う考えがあるが、

熊本は「農」を色々な場面で

連携融合した事業がいいので

はと思う。これまでも展開さ

れてきているが、今一歩工夫

し持続可能な実践にできない

か。 

 ご意見を踏まえ、協力雇用

主制度について、農業関係者

への周知を図るとともに、協

力いただける方については、

求人情報誌に掲載して農業へ

の就労を促進してまいりま

す。 

対応２ 

(既記載) 

54 

 議員（市議・県議・国会議

員）の秘書（運転手）、事務所

の電話番、秘書見習いとして、

出所後の雇用を確保し、その

日常の中で代議士は、直接当

事者から色々な話を聞き、関

係性を築くうちに、何かしら

 ご意見は、関連機関・団体

等と情報を共有し、連携して

就労確保の支援施策に取り組

んでまいります。 

また、市役所での雇用につ

いては、関係機関との協議を

行ってまいります。 

対応４ 

(事業参考) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

の「気づき」もしくは、「法整

備」が生まれてくるのではな

いか。 

 役所・行政機関でも臨時採

用数に「１％」でも採用枠を

設けることも必須である。 

55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

第４節 

保健医療・ 

福祉サービ

スの利用促

進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大麻事犯検挙者の初犯検挙

者については、再犯防止にか

かる独立のプログラムを持っ

て処遇することで一定の効果

を見込めるのではないか。 

 刑事施設において、薬物依

存離脱指導等の特別改善指導

が行われております。 

 出所後も、医療機関や支援

団体と連携して、依存症から

の回復支援を行ってまいりま

す。 

対応２ 

(既記載) 

56 

 知的障がい者においても彼

らが出所してから支援するサ

ービス制度がなかなか浸透し

ていないため、再犯を繰り返

し又矯正施設に入ることにな

る。 

 出所してからの更生保護施

設、知的障がい者のグループ

ホームが数多く設置できる

と、再犯が少なくなるのでは

ないか。 

 ご意見は、保健医療・福祉

サービスの利用促進、住まい

の確保を推進する上での参考

としてまいります。 

対応４ 

(事業参考) 

57 

 精神科病院との連携ができ

なければ、効果が薄いように

感じる、強力な連携が必要、

究極は依存症対策と考える。 

 依存症を有する対象者につ

いては、精神保健部門が実施

する当事者回復プログラム等

への参加を促すとともに、必

要に応じ医療機関へもつな

ぎ、依存症からの回復を支援

します。 

対応２ 

(既記載) 

58 

 薬物依存症による指導と支

援内容を資料で見る限り出来

る限りのことをしていると感

じるが、薬物依存症による再

犯率が高い統計から指導や支

援では限界がある、もしくは

指導する側の意識が低く徹底

 薬物依存に関しては、当事

者プログラムや自助グループ

など様々な支援を行いなが

ら、必要な場合は医療機関に

つなぎ、回復支援の取り組み

を進めてまいります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

保健医療・ 

福祉サービ

スの利用促

進について 

した指導が出来ていないのか

と考える。 

59 

 「薬物依存を有する人への

支援」の中に、校長会やＰＴ

Ａ連合会、生徒指導連絡協議

会等が入るべきでは、学校現

場では、問題行動児を排除す

れば大丈夫。卒業してしまえ

ば大丈夫。という考え方があ

る。 

 しかしそれは、改善の機会

を逃すばかりでなく、問題を

こじらせるばかりになる。" 

 学校等においては、児童・

生徒等に対する薬物乱用を防

止する教育を推進してまいり

ます。 

また、依存症を有する人へ

の支援については、専門知識

を有する機関で支援に取り組

んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

60 

 長崎には、受刑者で精神薄

弱や遅滞で社会生活への適用

を欠く者を収容し、自立や共

助できる施設がある（雲仙・・）

が、熊本も出所者のための「自

営会」だけでなく、これらを

受け入れてくれる施設を増や

し、財政支援を強化してほし

い。また、彼たちへの保護司

の関与も必要と考える。 

 ご意見は、関連機関・団体

等と情報共有し、今後の施策

の参考といたします。 

対応４ 

(事業参考) 

61 

 福祉サービス等において、

費用の援助等がある際に自分

で手続きが出来ずその活用に

至らない方が出てくるので、

行政側から積極的なアドバイ

ス等ができる体制が必要とな

る。 

 熊本市生活自立支援センタ

ーにおいて、生活、仕事、住

まいの相談に応じるほか、高

齢者支援センターささえりあ

や障がい者相談支援センター

などを通じ、適切な福祉サー

ビスにつながるよう支援して

まいります。 

対応２ 

(既記載) 

62 

 仮釈放＝保護観察者（以下

対象者）で疾患を持ち通院（入

院）することとなるが、医療

費の支払い苦慮している。（３

割負担）対象者の生活費は、

引受人が面倒みることとなる

が、生活に余裕はなく、又、

 熊本市生活自立支援センタ

ーにおいて、生活・仕事・住

居の相談に応じる中で、必要

に応じ他の機関つなぐなど、

対象者の実情に沿って支援し

てまいります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

対象者が仕事に付くこともむ

ずかしい。以上の状況を考え、

医療費の免除など制度化して

ほしい。 

63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

第５節 

非行の防止

と就学支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 能力差により非行に走る子

どもも相当数いると思われる

ため、理解度の低い子どもを

楽しく学ばせ、伸びる余地を

広げる教育カリキュラムな

ど、小学校低学年に於ける学

習の必要性や習熟度の安定的

引上げが必要。 

 学力向上に向けた支援が必

要な小学生に対しては、学力

向上支援員の派遣など、学校

等と連携した修学支援を行う

ことで、非行の防止に取り組

んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

64 

 親の経済力の少なさが負い

目とならないよう、子どもの

能力を伸ばせる環境作りが必

要。 

小学校の給食費の無料化や標

準服の採用など、親が負担す

るものを極力少なくし経済的

支援を行ってほしい。 

 経済的な理由で就学困難な

家庭に対しては、就学に必要

な費用を援助するなど、学校

等と連携した修学支援を行う

ことで、非行の防止に取り組

んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

65 

 少年サポートセンター（肥

後っ子サポートセンター）に

熊本市の「あいぱるくまもと」

内の場所を提供し、連携強化

したらどうか。 

 ご意見は、関連機関等と共

有し、今後の施策の参考にい

たします。 対応４ 

(事業参考) 

66 

 非行少年の多くは離婚家庭

に多く見られ（体験上）特に

保護者に対する就学費用の援

助が必要なのではないかと思

う。 

 経済的な理由で就学困難な

家庭に対しては、就学に必要

な費用を援助するなど、学校

等と連携した修学支援を行う

ことで、非行の防止に取り組

んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

67 

 不登校生徒に対しての寺子

屋の充実 

（現在、アイパル等の施設が

有るが、不登校生徒が犯罪の

温床につながる可能性があ

り、地域まちセン内学習指導、

社会学指導を行い学校に帰す

 スクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカーに

よる相談支援を通じ、不登校

等の課題解決に取り組んでま

いります。 

対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

非行の防止

と就学支援

について 

必要性があると思われる。現

に少年院出院者の中で、中学

校しか出ていないので勉強し

たいと言う人もいる。） 

68 

 警察による暴走族根絶に向

けた啓発は非行行為を減らす

工夫と SNS が普及したこと

により大きな影響を与えたと

思う。 

 注目を惹く暴走族撲滅ポス

ターが SNS で拡散され、若

者の暴走族に対する印象を変

えることで、暴走行為は減っ

ても非行の要因が排除出来て

いないため自傷や大きな犯罪

に繋がる懸念がある。 

 暴走族根絶に向けた啓発な

ど、少年非行・被害の未然防

止に向けて、関連機関・団体

等と取り組んでまいります。 

対応２ 

(既記載) 

69 

 就学費用を援助する制度が

あるため若者にとっても更生

を目指しやすい環境であると

思う。 

 就学支援サービスが必要な

人に行き届くよう、関係者の

方々との情報共有を図りま

す。 

対応２ 

(既記載) 

70 

 学校教育コンシェルジュと

は、どのような立場で具体的

にどのような支援を行うので

しょうか、素案からは読み取

ることができませんでした。 

 ご意見を踏まえ、学校教育

コンシェルジュについての注

釈を追記いたします。 対応１ 

(補足修正) 

71 

第４章 

第６節 

犯罪をした

人等の特性

に 応 じ た 

指導・支援 

について 

 犯罪をした人達の特性に応

じた指導支援に関して、犯罪

をした人は、子どもの頃の親

との死別離別の経験がある人

が多い。このことへの適切な

対応を、一朝一夕の解決方法・

実践ではないでしょうが・・ 

 児童相談所において、児童

の健全な育成に必要な養育の

ための支援を行ってまいりま

す。 
対応２ 

(既記載) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

犯罪をした

人等の特性

に 応 じ た 

指導・支援 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「（犯罪被害者の）相談窓口

の設置」が予定されているが、

相談の内容は多岐にわたるこ

とが予測されるので、しっか

りと対応できる体制づくりが

望まれる。 

 ご意見を踏まえ、関連機関・

団体等と連携・情報共有し、

体制を強化してまいります。 対応２ 

(既記載) 

73 

 精神障がいの疑いがある場

合も考えられるので、そのケ

アにあたる専門家の養成が必

要。 

 こころの健康センターにお

いて、区役所、医療機関、障

がい者支援センター等が精神

保健に関する様々な相談に適

切に対応できるような研修を

実施してまいります。 

対応２ 

(既記載) 

74 

 対象者の中には生活等の支

援、援助等の制度が作られて

いても、本人の理解力、能力

等において制度の活用が出来

ない方が多数発生するため、

制度を作るだけでなくその運

用方法を積極的にアドバイ

ス、指導、補助等が出来るよ

うな制度が必要になる。 

 保護司の皆様をはじめ、更

生保護に関わる方への情報提

供を充実してまいります。 

対応２ 

(既記載) 

75 

 「ゆあさいどくまもと」に

ついて、「第６節 犯罪をした

人等の特性に応じた指導・支

援 1 国・県・関係団体の取

り組み」項目のトピックのよ

うに記載してあるが、P61～

62 の内容は犯罪をした者の

支援が主であり、県やくまも

と被害者支援センターの被害

者支援の取組についての記載

がないため、唐突感がある。

「ゆあさいどくまもと」につ

いて記載するのであれば。

P66「2 熊本市の取り組み

で、（2）その他の特性に応じ

た指導・支援」の表「④犯罪

被害者支援団体の活動支援」

 ご意見を踏まえ、「ゆあさい

どくまもと」についての紹介

コラムは、「第 6 節 2 熊本市

の取り組み（２）その他の特

性に応じた指導・支援」関連

ページに記載するよう修正い

たします。 

 また、「犯罪被害者支援団体

の活動支援」についても、ご

意見を踏まえ、修正いたしま

す。 

対応１ 

(補足修正) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

（続き） 

犯罪をした

人等の特性

に 応 じ た 

指導・支援 

について 

の中で、熊本市の取り組みと

して記載してはどうか。 

76 

 対象者に対するケアは保護

観察終了後の支援が重要であ

り、保護司としても見守り、

ケアを続けるケースがある。

各機関の連携はもとより、支

援者のスキルアップの方策

等、支援者育成に於いては支

援者への支援（ケア）も考え

て欲しい。 

 ご意見については、関連機

関・団体等と情報共有し、今

後の施策の参考といたしま

す。 
対応４ 

(事業参考) 

77 

 児童自立支援施設のよう

な、社会と少年院の中間的な

施設が非行少年に大きな影響

を与える環境であると思う。 

 施設規模が大きすぎない環

境で、非行少年と長い時間関

わり寄り添う大人が必要だと

思う。自己受容につなげる教

育が大きな影響を与えると思

う。 

 ご意見については、関連機

関・団体等と情報共有し、今

後の施策の参考にいたしま

す。 

対応４ 

(事業参考) 

78 

第５章２ 

進捗管理に

ついて 

 進捗管理とあるが、ここの

あり様が、本計画の実質を左

右するのでしょうか。ここで

言われる「管理」の具体的な

方法を見える化すべきなので

しょうね。まだ半ページにて

の表現に終わっています。 

 本計画の進捗管理に関して

は、各施策の実施状況を、関

係課長会議や再犯防止推進連

絡会議において確認・評価を

行い、参考指標も踏まえつつ、

必要に応じて計画の変更や事

業の見直しを行うこととして

おります。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

79 

 

 

 

資 料 編 に 

ついて 

 

 

 

 

 「社会を明るくする運動」

は再犯防止を図る上で重要な

役割を果たしており、今後も

その点については変わらない

ものと考えます。しかし、市

民生活への浸透度や意識の向

上の観点から、イベントへの

参加者等の数を評価指標の中

心と位置付けること（75 ペ

 ご指摘のとおり、コロナ禍

における大会中止などの場合

もありえますことから、今後

の社会情勢等を踏まえ、必要

があれば参考指標の見直し・

追記も行ってまいります。 

対応４ 

(事業参考) 
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№  項目 ご意見等の内容 本市の考え方 対応内訳 

 

 

 

 

 

 

 

（続き） 

資 料 編 に 

ついて 

ージ）は、コロナ禍によるイ

ベント等の開催の困難さや、

市民の行動の多様化の観点か

らとらえている範囲が少し狭

いように思います。ＳＮＳの

普及、活用などを踏まえ、よ

り多面的な意識高揚施策と効

果測定の手法の検討を望みま

す。 

80 

第 4 章第 1 節の参考指標

の基準値は、平成 27 年に遡

れないのか。 

 本計画の指標については、

策定直近の数値を基本とする

ため、令和元年度を基準値と

しております。 

対応３ 

(説明・ 

理解) 

81 

 熊本県子ども・若者総合セ

ンター（熊本市以外が対象）

の紹介ではなく、熊本市子ど

も・若者総合相談センターの

記載をすべき。 

 ご指摘を踏まえ、本市の施

策担当部署を、別途一覧とし

て追加記載いたします。 対応１ 

(補足修正) 

 


